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著者 

 

Murata T et al. 

調査地域 

 

全国 15 か所の地域 

 

調査時期 

 

2011年 1月～2014年 3月 

 

調査対象 

 

母子出生コホートの 3歳時点での検討 

 

依頼数 

 

104062 人の胎児期の記録を登録 

 

有効回答数 

または回収率 

 

65134人を解析 

 

診断方法 

 

ISAACに準拠 

有症率 

 

喘鳴既往 30.2％ 

喘息既往 9.7％ 

 

調査概要 

 

エコチル調査対象者における検討で、妊娠中の母への ritodrine 

hydrochloride投与が、児の 3歳時点における喘鳴既往の危険因子となってい

た。 


